
lま じ め

国立大学教育学部附属学校圏の使命の lつとして，先導的な教育実践研究の推進があります。

私たち四校園は，平成 12年度から，文部科学省の研究開発学校の指定を受け 3年間の研究に取

り組んでいます。

幼稚園，小学校，中学校の(養護学校は小学部・中学部 ・高等部の) 1 2年間を見通した指導

の研究の重要性は従来から指摘されながら，熱心に取り組まれることは少なかったわけです。

「一貫教育j と口にされるわりには，その具体的内容を検討し，実施に移すことは必ずしも十分

ではありませんでした。本校園も同様です。そこで開発研究 1年目の昨年度は，各校園間の接続

と共生のあり方に注目したわけです。四校園の教官が相互の教育実践の研究内容の理解を深めよ

うと動き出した，そのことの本校園における歴史的な意義は決して小さくありません。また，幼

児・児童 ・生徒が校種を越えて交流し活動を共にすることもたいへん意義のあることです。

今日のダブルスクール現象，義務教育以後の入試の問題，幼稚園教育と小学校教育と中学校教

育の連携，家庭教育との関係にみる学校本来の教育的任務，さらにはハンディをもっ人々との共

生 ・共存のあり方，などについて，四校園の教官は本研究を通して改めて認識を深めたわけです。

さらに学校教育を取り巻く客観情勢としては，平成 14年度より週完全五日制の実施が予定され

ており，また時代の要請として教科の新設や再編の問題などがあります。

一般に特色ある学校づくり」の研究課題として次の 6つがあるかと思います。 1，学校独

自の教育課程編成に関する研究 2，教育課程で中核を占める各教科内容に関する研究 3，教

科内容の指導の具体化として子どもらが実際に向き合う教材(学習材) ・教具の開発研究 4， 

教師の指導技術や支援のあり方に関する研究 5，教育の対象である園児 ・児童・生徒の子ども

理解の研究 6，以上の諸研究についてのさまざまなレベルにおける評価の研究

本四校園の開発研究の重点は， 1 2年間にわたる子どもの発達的特性を特に学習能力の面から
実践的に明らかにしていくことであり，その特性をふまえた教科内容の編成(単元開発 ・題材開

発)を図っていこうとするものです。ひらたく 言えば，大人(社会)の教えたい既存の内容が最

初にあっτそ九を各校種 ・各学年に割り振る発想、から抜け出て， 1 2年間の発達的特性(学ぶ力
や関心のありょう)を十分ふまえて然るべき内容・教材を考え，各種能力の発展的な育成のイメ

ージをもつことができるようにするための研究といえましょう。その過程で情報生活科」の

新設とか r活動型カリキュラム ・内容型カリキュラム・中間型カリキュラム」とか r思考，
表現，情報・コミニュケーション，総合」とか共生」等のキーワードを提案しています。

これらの研究は，基本的に附属教官たちの独自の発想 ・構想で進められていますが，それだけ

に問題点も目につくかと思われます。例えば定式化をめざすあまり性急に結論づけ過ぎているこ

とへの疑問とか，さらにはもっと違った観点が存在するこ とを忘れているとか，各章 ・各節の叙

述に統一性が欠けている等があることでしょう。それらの問題点については，附属校園の課題で

あるだけでなく，教育学部教官との今後の教育実践研究の連携上の課題でもあります。

とにかく，附属校園の各教官が超多忙な中で本主題に取り組んでいるその奮闘の内容に，それ

ぞれの立場からあたたかい眼で厳しく批判していただければと願います。本開発研究が冷ややか

に見捨てられるのではなく， 今日の学校教育の問題状況克服にささやかなりとも貢献していく こ

とへ結びつくようご支援をお願いする次第です。今日，行政側も保護者も教育研究者も誰もが，

2 1世紀の学校 ・家庭 ・社会の教育のあり方について模索しています。その混迷状況を率直に自
覚し，研究開発についても互いの知恵を絞って意義あるものにしたいと切に願っています。
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